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授 業 形 態 講義 
実 施 場 所 留学生選択教室 
授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)  

 
 

専門学校、大学などで必要な論理的文章の読解・作成、資料の読み取り・分析、プレゼンテーションに関す
る訓練を通し、日本で留学生活を送る上で必要なコミュニケーション能力と、日本語で学習研究活動を行う
ために必要な日本語能力を養う。長い留学生活を送るためには「生活に必要な日本語」「人間関係をつくる
ために必要な日本語」「学業に必要な日本語」がどれも必要となる。いまや高い知識と能力、技術があれば、
日本人も外国人も同じ条件で進学・就職が可能な「国際人材時代」となっている中で、留学生にはより高い
日本語能力が求められる。日本に長期滞在する留学生には、学習研究活動を行うために必要な日本語のみな
らずバランスの取れた高い日本語力を身に付けることがどれ程メリットがあることかを考える機会も持た
せる。後期後半では、日本の大学に編入学する際の進学と奨学金のための面接指導も含む。 

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識) 
 
 日本語能力試験Ｎ２レベルの日本語能力 

Weight 目標 説明 
 A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成 
 B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成 
 C 工学専門知識の創造的活用能力の養成 
◎ D 国際的な受信・発信能力の養成 

 E 産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力
の養成 

学習・教育目標 

D 日本語による論理的文章の作文力、口頭発表力、正しく伝わるコミュニケーション能
力を養う。適切な文法・語彙・表現によるレポート作成能力の向上。異文化理解。 

 
 

学習・教育目標

の達成度検査 

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。 
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達
成とする。 

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。 
授業目標 

 
 
自分の専門分野の論文を独力で読むことが出来る。論理的文章を書くことが出来る。知識として得た用語と
表現を使用して実際にコミュニケーションが出来る。教科書の読解、講義の聴講、実験実技を円滑に行うこ
とが出来る。「日本（人・社会）」という異文化を理解しカルチャーショックを克服出来る。 

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 
回 メ イ ン テ ー マ サ ブ テ ー マ 参観 

第 1回 オリエンテーショ
ン 授業概要、評価基準等の説明。地震と防災について。  

第 2回 引用 引用の種類  
第 3回 段落 段落構成  
第 4回 段落 段落相互の関係  
第 5回 仕組みの説明 仕組みや状態の説明に使われる文型  
第 6回 仕組みの説明 仕組みや状態の説明に使われる文型  
第 7回 時間的経過の説明 時間的な経過の説明に使われる文型・表現  
第 8回 時間的経過の説明 時間的な経過の説明に使われる文型・表現  
第 9回 分類 分類に使われる文型・表現  
第 10回 分類 分類に使われる文型・表現  



第 11回 定義 定義によく使われる文型・表現  
第 12回 定義 定義によく使われる文型・表現  
第 13回 要約 １段落の文章の要約  
第 14回 要約 複数の段落から成る文章の要約  
第 15回 前期末試験 まとめ、復習 × 
第 16回 テーマ学習 高専祭参加（展示発表）  
第 17回 テーマ学習 高専祭参加（展示発表）  
第 18回 テーマ学習 高専祭参加（展示発表）  
第 19回 テーマ学習 高専祭参加（展示発表）  
第 20回 比較・対照 比較・対照に使われる文型・表現  
第 21回 比較・対照 比較・対照に使われる文型・表現  
第 22回 因果関係 因果関係によく使われる文型・表現  
第 23回 因果関係 因果関係によく使われる文型・表現  
第 24回 資料の利用 資料の探し方、留意点  
第 25回 資料の利用 図表や資料の説明に使われる表現  
第 26回 面接 進学と奨学金応募のための面接練習  
第 27回 面接 進学と奨学金応募のための面接練習  
第 28回 面接 進学と奨学金応募のための面接練習  
第 29回 面接 進学と奨学金応募のための面接練習  
第 30回 後期末試験 まとめ、復習 × 
課題 

 
 
１．①沼津国際交流協会スピーチコンテスト「日本語の部」参加、②自由テーマの作文提出のうちいずれか 
一つ選択。②の提出期限：11月の最終授業 

２．高専祭参加：初対面の日本人に、自分の国を紹介する 
評価方法と基準 
評価方法 
 
 試験、課題、授業に臨む姿勢等を総合的に評価 

評価基準 
 
 
前期・後期（試験 50%, 課題・提出物 30%, 出席・授業態度 20%） 
学年末評価（前期 40%, 後期 40%, 選択課題 20%） 

教 科 書 等 

二通信子・佐藤富士子『留学生のための論理的な文章の書き方』(スリーエーネットワーク) 
¥1,400 
佐々木瑞枝他『大学で学ぶためのアカデミックジャパニーズ』(The Japan Times)¥2,500 
『進学と奨学金応募のための面接設問集（過去の沼津高専留学生が面接時に受けた質問）』 
その他必要に応じて教員が用意した教材・資料 

先 修 科 目 日本語初級・中級、日本事情、 
関連サイトの

U R L  

授業アンケー

ト へ の 対 応  

備 考 

1. 試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検
査に使用することがあります。 

2. 授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。 

3.習熟度に合わせてシラバス、教科書の変更を行うことがあります。 
 


